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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定

志　

田　
　

淳
二
郎

一　

は
じ
め
に

二　

政
策
決
定
過
程

三　

第
一
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
―
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
（
一
九
八
九
年
五
月
三
〇
日
）

四　

第
二
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
―
一
般
教
書
演
説
（
一
九
九
〇
年
一
月
三
一
日
）

五　

お
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

冷
戦
終
結
期
、
ブ
ッ
シ
ュ
（George H

. W
. Bush

）
政
権
は
、
欧
州
に
展
開
す
る
通
常
戦
力
に
関
し
、
二
度
の
軍
縮
提
案
を
行
っ
た
。

一
つ
は
、
一
九
八
九
年
五
月
三
〇
日
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（N

orth A
tlantic T

reaty O
rganization

：
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
首
脳
会
談
に
て
、
い

ま
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
一
月
三
一
日
の
一
般
教
書
演
説
に
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
の
欧

州
全
域
の
在
欧
米
軍
を
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
、
二
二
万
五
〇
〇
〇
名
ま
で
に
削
減
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
度
の
軍



三
三
二

縮
提
案
が
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
内
で
ど
の
よ
う
な
論
理
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
問
い
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ

る
。本

稿
と
同
様
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
政
策
決
定
過
程
を
分
析
す
る
先
行
研
究
は
、
主
と
し
て
、
湾
岸
戦
争
や
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（Strategic 

A
rm

s Reduction T
alks

：
戦
略
兵
器
削
減
交
渉
）
の
事
例
を
扱
っ
て
い
る
（N

ew
m

ann 2003, Y
etiv 2011

）。
近
年
で
は
、
新
史
料
公
開
も

相
俟
っ
て
、
ド
イ
ツ
統
一
や
ソ
連
解
体
と
い
っ
た
欧
州
地
域
秩
序
の
変
容
へ
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
処
ぶ
り
の
研
究
も
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ

る
（M

aynard 2008, W
ilson 2014

）。
本
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
二
度
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
に
つ
い
て
は
、
ド
イ

ツ
統
一
と
い
っ
た
欧
州
地
域
秩
序
の
変
容
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
、
十
分
な
考
察
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
通
常
戦
力
の
軍
縮
決
定
に
つ
い
て
考
察
の
余
地
が
多
分
に
あ
る
と
言
え
る
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
二
度
の
軍
縮
提
案
が
重
要
で
あ
る
か
。
こ
れ
ま
で
の
通
説
的
理
解
と
し
て
、
こ
の
ブ
ッ
シ
ュ
の
在

欧
米
軍
削
減
決
定
は
、
当
時
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
と
い
っ
た
核
軍
縮
と
並
行
し
て
進
展
し
て
い
た
Ｃ
Ｆ
Ｅ
（Conventional A

rm
ed Forces in 

Europe

：
欧
州
通
常
戦
力
）
交
渉
と
の
関
連
で
、
冷
戦
終
結
に
資
す
る
軍
縮
の
取
り
組
み
を
促
進
さ
せ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
理
解
に
異
論
は
な
い
も
の
の
、
在
欧
米
軍
の
存
在
が
外
的
脅
威
か
ら
同
盟
国
を
守
る
米
国
の
信
頼
性
の
み
な
ら
ず
、
対
欧
関
与
の
象

徴
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
減
提
案
に
は
、
冷
戦
を
規
定
し
て
い
た
軍
事
力
の
削
減
と
い
う
論
理
以

外
に
も
、
別
の
論
理
の
可
能
性
が
あ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
の
軍
縮
提
案
は
、
単
な
る
軍
縮
問
題
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
関
連
で
、
米
国
の
軍
縮
政
策
か
ら
対
欧
政
策
に
視
点
を
移
し
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
を
眺
め
る
と
、
興
味
深
い

こ
と
に
、
二
度
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定

0

0

0

0

は
在
欧
米
軍
駐
留
継
続
決
定

0

0

0

0

0

0

と
も
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
視
点
は
、
長
ら
く
在
欧
米
軍
駐
留
の
戦
略

論
的
根
拠
と
な
っ
て
い
た
大
規
模
な
ソ
連
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
減
退
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
、
在
欧
米
軍
削
減
は
す
る
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も
の
の
、
在
欧
米
軍
の
全
軍
撤
退
で
は
な
く
、
二
〇
万
強
の
在
欧
米
軍
の
駐
留
継
続
を
決
定
し
た
背
景
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

こ
の
点
を
考
察
す
る
本
稿
は
、
国
際
関
係
史
・
米
国
外
交
史
に
お
け
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
本
質
に
迫
る
一
助
と
な
ろ
う
。

以
上
の
問
題
意
識
の
下
、
本
稿
は
、
大
統
領
図
書
館
（George Bush Presidential Library and M

useum
 : GBPL

）
所
蔵
の
一
次
史
料

や
政
策
決
定
者
の
回
顧
録
を
基
礎
資
料
と
し
、
政
策
決
定
過
程
の
枠
組
み
を
設
定
し
た
上
で
（
二
章
）、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の
二
度
の
在
欧
米
軍
削
減
の
政
策
決
定
過
程
の
事
例
分
析
を
行
う
（
三
・
四
章
）。
最
後
に
、
本
稿
の
ま
と
め
を
行
い
た
い
（
五
章
）。

二　

政
策
決
定
過
程

（
一
）　

政
策
決
定
プ
レ
イ
ヤ
ー

政
策
決
定
過
程
の
中
心
に
立
つ
の
は
大
統
領
で
あ
る
。
国
連
大
使
、
米
中
連
絡
事
務
所
長
（
ニ
ク
ソ
ン
政
権
期
）、
Ｃ
Ｉ
Ａ
（Central 

Intelligence A
gency

：
中
央
情
報
局
）
長
官
（
フ
ォ
ー
ド
政
権
期
）、
副
大
統
領
（
レ
ー
ガ
ン
政
権
期
）
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
は
、

ま
さ
に
〈
ワ
シ
ン
ト
ン
・
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
〉
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
政
治
手
腕
は
と
も
か
く
、〈
グ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
〉
と
衆

目
の
認
め
る
と
こ
ろ
の
レ
ー
ガ
ン
（Ronald Reagan

）
に
比
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
あ
ま
り
に
も
慎
重
で
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
、〈
ビ

ジ
ョ
ン
な
る
も
の
（the vision thing

）〉
を
示
し
て
い
な
い
と
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
、
副
大
統
領
時
代
に
は
、『
ニ
ュ
ー

ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌
に
よ
り
「
ブ
ッ
シ
ュ
は
〈
弱
虫
フ
ァ
ク
タ
ー
（w

im
p factor

）〉
と
悪
戦
苦
闘
中
」
と
題
す
る
記
事
を
書
か
れ
て
い
た

（N
ew

sw
eek, O

ctober 19, 1987

）。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
ブ
ッ
シ
ュ
が
払
拭
し
よ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
、
冷
戦
は
終
結
へ
向
か
い

つ
つ
あ
り
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ikhail Gorbachev

）
ソ
連
共
産
党
書
記
長
は
、
冷
戦
終
結
に
資
す
る
大
胆
な
軍
縮
提
案
を
次
々
と
打
ち



三
三
四

出
し
、
西
側
の
〈
ゴ
ル
ビ
ー
・
マ
ニ
ア
〉
を
熱
狂
さ
せ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
冷
戦
終
結
期
の
ブ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
世
界
大
で

〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る
も
の
〉
を
示
し
、
自
身
の
〈
弱
虫
〉
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
の
み
な
ら
ず
、〈
ゴ
ル
ビ
ー
・
マ
ニ
ア
〉
に
傾
く
西
側
同
盟
国
に

今
一
度
、
西
側
の
盟
主
と
し
て
の
米
国
の
指
導
権
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

冷
戦
終
結
期
と
い
う
過
渡
期
に
あ
っ
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、〈
弱
虫
〉
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
と
い
う
個
人
的
要
因
に
の
み
突
き
動
か
さ
れ
る

形
で
、
政
策
決
定
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
自
ら
が
置
か
れ
た
国
際
・
国
内
環
境
を
正
確
に
把
握
し
、

あ
る
決
定
が
国
際
・
国
内
環
境
に
与
え
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
想
像
力
に
長
け
て
お
り
、
彼
を
取
り
巻
く
閣
僚
と
の
意
見

交
換
を
重
視
し
な
が
ら
慎
重
に
政
策
決
定
を
行
う
大
統
領
で
あ
っ
た
（Preston 2001, N

ew
m

ann 2003, D
obel 2010, 

ナ
イ 

二
〇
一
四
、
志

田 

二
〇
一
五
：
二
〇
一
六
）。

閣
僚
も
主
要
な
政
策
決
定
者
で
あ
る
。
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
「
注
目
す
べ
き
は
…
…
中
略
…
…
人
脈
で
あ
る
」
と
政
治
学
者
ア
リ

ソ
ン
（Graham

 A
llison

）
も
認
め
て
い
る
が
（
ア
リ
ソ
ン
＆
ゼ
リ
コ
ウ 

二
〇
一
六
）、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
場
合
、
閣
僚
に
は
実
務
経
験
に
富

ん
だ
者
が
多
く
、
ブ
ッ
シ
ュ
と
仕
事
を
共
に
し
た
旧
知
の
間
柄
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
（Brent Scow

croft

）
大
統

領
補
佐
官
（
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
）
は
、
フ
ォ
ー
ド
政
権
期
も
補
佐
官
を
務
め
て
お
り
、
ベ
ー
カ
ー
（Jam

es Baker

）
国
務
長
官
は
、

元
商
務
次
官
（
フ
ォ
ー
ド
政
権
期
）、
元
財
務
長
官
（
レ
ー
ガ
ン
政
権
期
）、
チ
ェ
イ
ニ
ー
（D

ick Cheney

）
国
防
長
官
は
、
元
首
席
補
佐
官

（
フ
ォ
ー
ド
政
権
期
）、
パ
ウ
エ
ル
（Colin Pow

ell

）
Ｊ
Ｃ
Ｓ
（Joint Chiefs of Staff

：
統
合
参
謀
本
部
）
議
長
は
、
元
大
統
領
補
佐
官
（
レ
ー
ガ

ン
政
権
期
）
を
そ
れ
ぞ
れ
歴
任
し
て
い
た（（
（

。
互
い
の
強
固
な
信
頼
関
係
と
豊
富
な
実
務
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
彼
ら
は
、
政
策
決
定
過
程

に
お
い
て
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
る
関
係
に
あ
っ
た
。
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三
三
五

（
二
）　

政
策
決
定
過
程
の
構
造

再
び
ア
リ
ソ
ン
を
引
こ
う
。
古
典
的
な
合
理
的
行
為
者
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
政
策
決
定
過
程
の
内
実
を
把
握
す
る
上
で
不
可
欠
な
国
家

内
部
は
〈
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
〉
化
さ
れ
、
政
策
決
定
は
、
国
家
の
合
理
的
選
択
と
見
な
さ
れ
る
。
国
家
内
部
の
〈
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ

ク
ス
〉
化
を
理
論
的
に
克
服
す
る
た
め
に
示
さ
れ
た
の
が
、
組
織
過
程
モ
デ
ル
と
官
僚
政
治
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
で
は
、

国
家
内
部
の
組
織
や
政
策
決
定
者
が
分
析
単
位
と
さ
れ
、
政
策
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
組
織
成
果
あ
る
い
は
政
策
決
定
者
間
の

政
治
的
駆
け
引
き
の
成
果
と
捉
え
ら
れ
る
（
ア
リ
ソ
ン
＆
ゼ
リ
コ
ウ 

二
〇
一
六
）。

だ
が
、
政
権
が
直
面
す
る
問
題
の
性
質
に
も
よ
る
が
、
実
際
の
政
策
決
定
過
程
は
、
右
記
の
モ
デ
ル
が
想
定
す
る
以
上
に
複
雑
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
は
、
問
題
の
性
質
上
、
迅
速
な
決
定
や
秘
匿
性
と
い
っ
た
要
素
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
時

間
の
経
過
と
と
も
に
、
外
的
環
境
か
ら
の
刺
激
も
変
容
す
る
場
合
、
政
策
決
定
過
程
は
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
。
政
治
学
者
ニ
ュ
ー
マ
ン

（W
illiam

 N
ew

m
ann

）
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
組
み
込
ん
だ
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
（
図
1
）。
ニ
ュ
ー
マ
ン
が
構
築

し
た
モ
デ
ル
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
（N

ew
m

ann 2003

）。

①
大
統
領
は
、
場
合
に
よ
り
、
政
策
決
定
過
程
を
修
正
し
よ
う
と
試
み
る
。

②
政
策
決
定
は
、
組
織
や
政
策
決
定
者
同
士
の
駆
け
引
き
の
成
果
で
あ
る
。

③
大
統
領
も
含
め
た
政
策
決
定
者
は
、
政
策
決
定
過
程
の
内
実
を
把
握
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

④
国
際
環
境
・
国
内
環
境
と
い
っ
た
外
的
環
境
か
ら
の
刺
激
は
、
時
に
、
政
策
決
定
過
程
の
構
造
を
変
更
さ
せ
る
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
。



三
三
六

（
三
）　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
場
合

こ
こ
で
、
在
欧
米
軍
削
減
決
定
の
際
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
【
図
1
】
中
に
あ
る
よ
う
に
、
政

策
決
定
過
程
を
修
正
し
、
迅
速
か
つ
秘
匿
性
の
高
い
政
策
決
定
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
素
描
し
て
み
よ
う
。

そ
も
そ
も
冷
戦
終
結
期
の
在
欧
米
軍
削
減
問
題
は
、
米
国
に
と
っ
て
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
、
相
互
に
関
連
す
る
諸
点
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
軍
縮
提
案
に
は
、
常
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
の
軍
縮
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
競
争
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
ソ
連
の
軍
縮
攻
勢
は
、
西
側
の
〈
ゴ
ル
ビ
ー
・
マ
ニ
ア
〉

を
熱
狂
さ
せ
、
時
に
米
国
は
、
こ
れ
が
理
由
で
西
側
同
盟
の
結
束
が
乱
れ
る
こ
と
に
神
経
を

尖
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
何
ら
か
の
軍
縮
提
案
を
打
ち
出
す
必
要
性
に

駆
ら
れ
て
い
た
。

第
二
に
、
と
は
い
う
も
の
の
、
戦
間
期
の
教
訓
か
ら
、
欧
州
地
域
秩
序
の
安
定
に
は
在
欧

米
軍
の
存
在
が
不
可
欠
と
し
て
い
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
在
欧
米
軍
の
全
軍

撤
退
は
あ
り
得
な
か
っ
た
（Bush &

 Scow
croft 1998

）。
だ
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
意
図
と

は
裏
腹
に
、
欧
州
か
ら
兵
力
の
大
部
分
を
撤
退
さ
せ
る
ソ
連
の
動
き
と
並
行
し
て
、
米
国
も

相
応
の
在
欧
米
軍
を
撤
退
す
べ
き
と
す
る
〈
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
〉
の
議
論
が
国
内
外
で
あ
っ
た
。

図1　エボリューション・モデル

外的環境 政策決定者

（刺激としての政治的圧力含）

　出所：Newmann（2003）33 頁を修正し、筆者作成。

（個性、認知、政策決定スタイル）

　　　組織過程／官僚政治

しない　モデルによる説明

する　　政策決定過程の変更

国際環境
の変化

国内環境
の変化

大統領

アドバイザー

政策決定過程
の構造の修正

・フォーマルな過程の狭小化
・アドホック／インフォーマル

な政策決定グループの形成
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時
あ
た
か
も
、
欧
州
で
は
ソ
連
の
影
響
力
の
減
退
、
東
欧
革
命
の
進
展
、
ド
イ
ツ
統
一
事
業
の
加
速
化
と
い
っ
た
地
域
秩
序
再
編
の
動
き

が
胎
動
し
て
い
た
。
地
域
秩
序
再
編
に
米
国
が
建
設
的
役
割
を
演
ず
る
べ
く
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
は
、
軍
縮
提
案
は
す
る
も
の
の
、
依
然
、

相
当
程
度
の
在
欧
米
軍
の
駐
留
継
続
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

第
三
に
、
在
欧
米
軍
の
全
軍
撤
退
で
は
な
く
、
規
模
こ
そ
縮
小
さ
せ
る
も
の
の
、
二
〇
万
強
の
在
欧
米
軍
の
駐
留
継
続
決
定
に
は
、
同

盟
国
に
配
慮
し
た
一
面
も
あ
っ
た
。
当
時
、
米
国
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
国
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ
（Short-range N

uclear Forces

：
短
距
離
核
戦
力
）

近
代
化
を
め
ぐ
り
深
刻
な
意
見
対
立
を
経
験
し
て
お
り
、
在
欧
米
軍
削
減
決
定
の
背
景
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ
問
題
で
紛
糾
す
る
西
側
同
盟
内
で

指
導
権
を
発
揮
す
る
と
い
う
米
国
側
の
動
機
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
右
記
二
点
目
と
関
連
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
国
側
と
し
て
も
、
や
が
て

ド
イ
ツ
統
一
問
題
に
直
面
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、
強
大
な
統
一
ド
イ
ツ
の
パ
ワ
ー
を
新
た
な
欧
州
地
域
秩
序
内
で
抑
制
さ
せ
る
上
で
、

在
欧
米
軍
の
駐
留
継
続
を
望
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
在
欧
米
軍
削
減
問
題
は
、
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
欧
州
か
ら
の
米
国
の
（
完
全
）
撤
退
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
に
も
な
り

得
る
も
の
で
あ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
と
っ
て
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
削
減
の
程
度
を
め
ぐ
り
、
政
権

内
部
で
議
論
す
る
際
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
ソ
連
側
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
国
側
へ
の
情
報
漏
洩
の
可
能
性
を
考
慮
し
、
高
度
な
秘
匿
性
を
保
つ
た

め
に
、
や
が
て
数
名
の
閣
僚
の
み
で
の
決
定
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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三　

第
一
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
─
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
（
一
九
八
九
年
五
月
三
〇
日
）

（
一
）　

在
欧
米
軍
削
減
の
圧
力

一
九
八
八
年
一
二
月
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
国
連
総
会
演
説
で
、
九
一
年
ま
で
に
五
〇
万
名
も
の
ソ
連
軍
を
削
減
す
る
と
い
う
大
胆
な
軍

縮
提
案
を
発
表
し
た
。
続
い
て
、
東
独
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
駐
留
す
る
ソ
連
軍
兵
員
五
万
名
、
戦
車
五
〇
〇
〇
両

が
同
地
域
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
降
、
ソ
連
は
東
欧
か
ら
の
ソ
連
軍
撤
退
を
相
次
い
で
表
明
し
、
東
側
諸
国
も
自
国
兵
力
の

一
方
的
削
減
を
提
示
す
る
こ
と
と
な
る
（SIPR
I Y

earbook 1990

）。

こ
う
し
た
ソ
連
軍
の
動
き
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
、
米
国
内
の
国
防
予
算
削
減
派
や
保
守
派
に
よ
る
在
欧
米
軍
削
減

の
声
を
強
め
た
。
当
時
、
米
国
は
財
政
赤
字
と
貿
易
赤
字
の
〈
双
子
の
赤
字
〉
を
抱
え
て
お
り
、
連
邦
議
会
か
ら
政
権
に
対
し
、
国
防
予

算
削
減
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。
こ
の
流
れ
を
反
映
し
、
一
九
八
九
年
一
月
九
日
、
当
時
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
全

体
的
に
緊
縮
予
算
気
味
の
総
額
三
一
五
二
億
ド
ル
の
予
算
案
を
提
示
し
た
が
、
こ
の
予
算
案
は
、
財
政
赤
字
削
減
を
目
指
す
国
防
予
算

削
減
派
の
強
い
反
発
を
生
み
、
ブ
ッ
シ
ュ
新
政
権
に
よ
る
大
幅
な
修
正
が
予
想
さ
れ
た
。
最
終
的
に
連
邦
議
会
は
一
九
九
〇
会
計
年
度

予
算
と
し
て
三
〇
二
九
億
ド
ル
を
承
認
し
た
。
一
〇
〇
億
ド
ル
も
の
予
算
削
減
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
（Strategic D

efense Initiative

：
戦
略

防
衛
構
想
）
に
関
し
て
は
約
一
〇
億
ド
ル
、
Ｃ
─

17
戦
略
輸
送
機
は
約
四
億
ド
ル
、
Ｂ
─

2
爆
撃
機
は
約
三
億
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
、
Ａ
Ｔ
Ｆ

（A
dvanced T

actical Fighter

：
次
期
戦
術
戦
闘
機
）
は
二
億
ド
ル
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（M

ilitary Balance 1990

─1991

）。
こ

の
関
連
で
、
国
防
予
算
削
減
派
は
、
在
欧
米
軍
も
大
幅
に
削
減
す
べ
き
と
の
声
を
強
め
て
い
た
。
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加
え
て
、
保
守
派
も
在
欧
米
軍
（
全
軍
）
撤
退
を
主
張
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ネ
オ
コ
ン
（N

eo-Conservatism

）
の
ク
リ
ス
ト
ル

（Irving K
ristol

）
は
、
西
欧
諸
国
が
米
国
に
依
存
す
る
形
で
同
地
域
の
共
同
防
衛
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
呈
し
、
い
っ
そ
米
軍
を

撤
退
さ
せ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
全
欧
的
機
構
（all European O

rganization

）
に
改
編
す
る
と
い
う
奇
抜
な
案
を
提
示
し
て
い
た
（Record &

 

Rivkin Jr.

）。
こ
の
提
案
の
背
後
に
は
、〈
双
子
の
赤
字
〉
に
悩
む
米
国
に
共
同
防
衛
面
で
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
世
界
大
の
自
由
と
民
主

主
義
の
保
護
に
貢
献
す
る
こ
と
を
西
欧
諸
国
は
自
覚
す
べ
き
と
す
る
ネ
オ
コ
ン
の
主
張
が
垣
間
見
え
る
。
ま
た
、〈
米
国
第
一
主
義
〉
を

掲
げ
る
伝
統
的
保
守
主
義
派
（Paleo-Conservatism

）
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
（Patrick J. Buchanan

）
は（（
（

、「
我
々
は
在
欧
米
軍
の
全
軍
撤
退
を

提
案
す
る
。
赤
軍
が
帰
郷
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
在
欧
米
軍
を
維
持
す
る
理
由
も
な
く
な
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
か
ら
四
〇
年
経
っ
た

が
、
欧
州
が
同
地
域
を
防
衛
す
べ
く
、
自
国
兵
士
を
徴
募
す
る
時
が
や
っ
て
き
た
」
と
主
張
し
て
い
た
（Buchanan 1990

）。
こ
の
よ
う

に
、
背
後
に
あ
る
主
義
思
想
は
様
々
で
あ
れ
、
国
際
環
境
の
変
容
を
受
け
、
米
国
内
で
は
在
欧
米
軍
の
（
全
軍
）
撤
退
の
声
が
強
ま
っ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）　

Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の
開
始
と
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
内
の
議
論

欧
州
か
ら
の
米
ソ
両
軍
の
撤
退
を
め
ぐ
る
議
論
が
高
ま
る
中
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（Conference on Security and Cooperation in Europe : 

全

欧
安
保
協
力
会
議
）
第
三
回
再
検
討
会
議
（
一
九
八
六
年
一
一
月
〜
八
九
年
一
月
）
で
開
始
が
決
ま
っ
て
い
た
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
が
、
東
西
同
盟
間

で
間
も
な
く
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
八
九
年
一
月
一
〇
日
に
合
意
さ
れ
た
マ
ン
デ
ー
ト
に
謳
わ
れ
た
よ
う
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の
目

的
は
、
東
西
間
の
通
常
戦
力
の
均
衡
維
持
、
安
定
性
を
損
な
う
東
西
間
の
不
均
衡
の
是
正
、
奇
襲
攻
撃
お
よ
び
大
規
模
攻
勢
を
行
う
軍
事

能
力
の
除
去
で
あ
っ
た
。
東
西
両
同
盟
の
全
加
盟
国
の
二
三
ヵ
国
は
、
限
定
的
な
中
欧
だ
け
で
な
く
、「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
の
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欧
州
全
域
で
の
通
常
戦
力
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
、
削
減
対
象
兵
器
に
海
上
戦
力
、
化
学
兵
器
、（
短
距
離
）
核
戦
力
を
含
ま
な
い
こ
と
に

も
合
意
し
て
い
た
（SIPR

I Y
earbook 1990

）。
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
に
臨
む
米
国
の
目
標
は
、
あ
く
ま
で
も
欧
州
に
お
け
る
通
常
戦
力
の
不
均

衡
の
是
正
と
よ
り
安
定
的
な
軍
事
的
状
況
の
創
出
で
あ
っ
た（（
（

。

一
九
八
九
年
三
月
初
旬
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の
開
幕
会
議
が
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
。
会
議
中
、
東
西
両
同
盟
を
代
表
す
る
形
で
の
軍
縮
提

案
が
、
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
（Eduard Schew

ardnadze

）
ソ
連
外
相
と
ハ
ウ
（Geoffrey H

ow
e

）
英
外
相
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
シ
ュ
ワ
ル
ナ

ゼ
提
案
は
、
一
九
八
八
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
首
脳
会
談
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
公
表
さ
れ
た
、
以
下
の
よ
う
な
「
三
段
階
削
減
構
想
」

を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
（『
世
界
週
報
』
一
九
八
九
年
三
月
二
一
日
）。

①
第
一
段
階
（
九
一
〜
九
四
年
）
と
し
て
、
東
西
双
方
の
戦
力
を
保
有
数
の
低
い
水
準
に
合
わ
せ
た
上
で
一
〇
〜
一
五
％
削
減
し
、
不

均
衡
を
解
消
す
る
。
非
武
装
地
帯
を
設
置
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ
も
相
手
側
の
領
域
に
届
く
射
程
外
に
引
き
下
げ
る
。

②
第
二
段
階
（
九
四
〜
九
七
年
）
と
し
て
、
さ
ら
に
二
五
％
、
兵
員
数
で
五
〇
万
名
を
削
減
す
る
。

③
第
三
段
階
（
九
七
〜
二
〇
〇
〇
年
）
と
し
て
、
双
方
の
軍
隊
を
〈
防
衛
的
性
格
〉
に
改
編
す
る
。

加
え
て
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
に
よ
る
さ
ら
な
る
一
方
的
な
兵
力
削
減
の
方
針
も
確
認
し
た
。
一
方
、
ハ
ウ

外
相
は
、
東
側
提
案
中
の
東
西
戦
力
の
一
〇
％
削
減
案
に
同
調
し
、
以
下
の
西
側
提
案
を
行
っ
た
。

①
戦
車
、
装
甲
兵
員
輸
送
車
、
火
砲
の
上
限
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
万
両
、
二
万
八
〇
〇
〇
両
、
一
万
六
五
〇
〇
台
に
設
定
す
る
。
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②
特
定
の
国
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
全
体
の
保
有
武
器
の
三
〇
％
を
超
え
て
保
有
し
な
い
。

③
奇
襲
能
力
の
あ
る
部
隊
の
他
国
へ
の
駐
留
を
制
限
す
る
。

Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
が
終
わ
る
頃
に
は
（
ラ
ウ
ン
ド
計
七
回
）、
全
参
加
国
は
、
交
渉
で
議
論
す
る
削
減
対
象
兵
器
を
戦
車
、

装
甲
兵
員
輸
送
車
、
火
砲
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
だ
が
、
東
側
が
削
減
対
象
兵
器
へ
の
追
加
を
要
求
し
て
き
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
航

空
機
に
つ
い
て
は
、
次
の
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
で
の
議
論
を
待
つ
形
と
な
っ
た
。

交
渉
開
始
か
ら
間
も
な
く
、
米
国
内
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
立
場
は
あ
ま
り
に
も
慎
重
す
ぎ
で
あ
り
、
将
来
の
欧
州
の
〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る

も
の
〉
を
示
し
て
い
な
い
と
す
る
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
目
立
っ
た
論
調
は
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
削
減
案
は
現
兵
力
の
お
よ
そ
一
〇
％

分
と
い
う
比
較
的
小
規
模
で
あ
り
、
在
欧
米
軍
削
減
の
規
模
も
、
国
防
予
算
削
減
分
に
関
し
て
も
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
る
」
と
い
う
批
判

で
あ
っ
た（（
（

。

こ
の
頃
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
内
で
は
、
省
庁
間
の
協
議
体
で
あ
る
軍
備
管
理
政
策
調
整
委
員
会
に
よ
り
、
国
家
安
全
保
障
の
見
直
し
（T

he 

N
ational Security Review

 on arm
s control

：N
SR

─14
）
が
策
定
さ
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｒ
─

14
中
の
通
常
戦
力
の
軍
備
管
理
の
項
目
に
は
、

Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
に
関
連
す
る
安
定
化
措
置
、
同
交
渉
で
東
側
が
提
起
し
た
軍
事
演
習
規
制
、
西
側
が
当
初
提
起
し
た
東
西
軍
事
機
構
の
削
減

分
を
さ
ら
に
上
回
る
戦
力
削
減
の
持
つ
軍
事
的
・
政
治
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
点
の
見
直
し
が
記
さ
れ
て
い
た（（
（

。
す
で
に
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
は
、
五
月
末
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
を
控
え
て
い
た
が
、
こ
の
場
で
、
米
国
が
将
来
の
欧
州
の
〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る
も
の
〉
を
示

す
べ
く
、
政
権
内
で
は
、
省
庁
間
の
連
携
の
下
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
関
連
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
意
見
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
。

次
の
三
つ
の
案
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の
枠
内
で
現
兵
力
の
一
五
％
分
を
削
減
す
る
と
い
う
さ
ら
な
る
削
減
案
で
あ
る
。
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こ
れ
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｄ
（O

ffi
ce of the Secretary of D

efense

：
国
防
長
官
官
房
）、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
（A

rm
s Control and D

isarm
am

ent 

A
gency

：
軍
縮
軍
備
管
理
局
）
は
賛
成
、
国
務
省
と
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
（U

nited States Inform
ation A

gency

：
文
化
情
報
局
）
は
、
こ
れ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
首
脳
会
談
で
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
す
る
こ
と
を
不
適
と
考
え
て
は
い
た
が
、
内
容
そ
れ
自
体
に
は
賛
成
し
て
い
た
。

二
つ
は
、
常
設
監
視
団
の
交
換
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
の
監
視
団
を
東
欧
に
駐
留
す
る
ソ
連
軍
部
隊
へ
、
ソ
連
の
監
視
団
を
西
欧
、

と
り
わ
け
西
独
に
駐
留
す
る
米
軍
部
隊
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
一
方
で
、
ソ
連
軍
の
〈
防
衛
的

性
格
〉
の
判
定
を
可
能
に
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
の
包
括
的
な
査
察
体
制
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
他
方
で
、
米
ソ

の
監
視
団
を
自
国
領
内
の
軍
施
設
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
西
独
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
が
自
国
の
主
権
侵
害
で
あ
る
と
反
発

す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
同
案
に
つ
い
て
は
、
国
務
省
が
反
対
、
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
は
反
対
こ
そ
し
な
い
も
の
の
大
統
領
の
手
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
と
す
る
こ
と
は
不
適
で
あ
る
と
し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
は
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
賛
成
し
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
は
明
確
な
立
場
を
示

さ
な
か
っ
た
。

三
つ
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
条
約
締
結
後
の
さ
ら
な
る
兵
力
削
減
案
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
、
本
格
的
な
将
来
の
欧
州
の
〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る

も
の
〉
を
示
す
の
に
絶
好
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
、
欧
州
か
ら
の
米
軍
（
全
軍
）
撤
退
の
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
も
映
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
国
務
省
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
、
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
は
賛
成
、
Ｏ
Ｓ
Ｄ
と
Ｊ
Ｃ
Ｓ
も
部
分
的
に
賛
成
し
て
い
た（（
（

。

以
上
の
Ｃ
Ｆ
Ｅ
関
連
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
め
ぐ
る
省
庁
間
の
意
見
調
整
に
見
ら
れ
る
興
味
深
い
点
は
、
お
お
か
た
の
関
係
省
庁
が
、

当
初
の
西
側
提
案
よ
り
も
さ
ら
な
る
在
欧
米
軍
の
削
減
自
体
に
賛
成
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
防
総
省
や
軍
部
が
欧
州
か
ら
米

軍
撤
退
の
シ
グ
ナ
ル
と
映
る
水
準
に
ま
で
の
削
減
案
に
は
慎
重
だ
っ
た
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、関
係
省
庁
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
を
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る
も
の
〉
を
示
す
の
に
好
ま
し
い
機
会
と
捉
え
て
い
た
。
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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
（
志
田
）

（
三
）　

二
七
万
五
〇
〇
〇
名
と
い
う
解

時
を
同
じ
く
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
内
部
で
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
計
画
を
め
ぐ
る
同
盟
内
対
立
に
直
面
し
て
い
た
。
こ
の
Ｓ
Ｎ

Ｆ
問
題
の
基
本
構
図
は
「
通
常
戦
力
で
圧
倒
的
優
位
な
東
側
に
対
し
、
東
西
戦
争
を
抑
止
す
る
上
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
が
必
要
」
と
す
る

米
英
と
、「
Ｓ
Ｎ
Ｆ
の
配
備
先
と
な
る
自
国
領
内
は
東
西
戦
争
の
主
戦
場
と
な
る
た
め
、
東
側
と
の
Ｓ
Ｎ
Ｆ
の
軍
備
管
理
交
渉
の
早
期
開

始
が
必
要
」
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｆ
配
備
先
の
西
独
の
主
張
の
対
立
で
あ
っ
た
。
一
九
八
九
年
四
月
下
旬
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
小
国
も
西
独
に
同
調

し
始
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
を
め
ぐ
る
米
・
西
独
対
立
が
同
盟
内
対
立
へ
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
れ
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
と
っ
て
深
刻
な
事
態
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
米
国
は
、
五
月
末
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
の
場
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
結
成
四
〇
周
年
を
祝
い
、
強
固
な
同
盟
の
結
束
を
世
界
大
で
示
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
首
脳
会
談
の
場
で
、

同
盟
の
結
束
で
は
な
く
Ｓ
Ｎ
Ｆ
問
題
を
め
ぐ
る
同
盟
内
対
立
を
露
呈
す
る
こ
と
を
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
回
避
し
た
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
は
同
盟
内
で
強
力
な
米
国
の
指
導
権
を
発
揮
す
る
必
要
性
に
駆
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
策
を
模
索
す
べ
く
、
二
国
間

経
路
で
ブ
ッ
シ
ュ
自
身
が
同
盟
国
首
脳
と
意
見
交
換
を
す
る
中
、
五
月
初
旬
、
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官
は
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
て
い
た
。
こ
こ

で
、
ベ
ー
カ
ー
に
対
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
は
今
年
中
に
東
欧
か
ら
五
〇
〇
基
の
Ｓ
Ｎ
Ｆ
を
撤
去
す
る
こ
と
、
九
一
年
ま
で
に
東

欧
か
ら
す
べ
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｆ
を
撤
去
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
明
言
し
た
。
ベ
ー
カ
ー
は
こ
れ
を
〈
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
〉
と
捉
え
た
が
、
翌

朝
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
が
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
、
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官
に
驚
く
べ
き
軍
縮
提
案
を
渡
す
」
と
見
出

し
を
掲
載
し
た
よ
う
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
魅
力
的
な
軍
縮
提
案
に
比
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
に
固
執
す
る
あ
ま

り
、
同
盟
の
結
束
に
つ
い
て
も
軍
縮
の
進
展
に
つ
い
て
も
、
何
も
手
を
打
て
て
い
な
い
様
子
が
広
く
知
ら
し
め
ら
れ
た
。
も
は
や
、
米
国
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が
大
胆
で
政
治
的
に
独
創
的
な
提
案
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
外
交
面
で
出
し
抜
か
れ
る
恐

れ
が
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
帰
途
、
ベ
ー
カ
ー
は
Ｓ
Ｎ
Ｆ
問
題
解
消
と
通
常
戦
力
削
減
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
捉
え
て
い
た
。
こ
の
構
想

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
の
戦
略
論
的
根
拠
で
あ
っ
た
大
規
模
な
東
側
の
通
常
戦
力
と
の
不
均
衡
が
是
正
さ
れ
れ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
も
先
送
り

で
き
る
た
め
、
米
国
に
と
っ
て
、
ま
ず
こ
れ
を
大
幅
に
削
減
す
る
Ｃ
Ｆ
Ｅ
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ

る
（
志
田 

二
〇
一
五
）。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
が
差
し
迫
る
中
、
迅
速
な
決
定
と
、
首
脳
会
談
よ
り
も
前
に
政
権
外
に
情
報
が
も
れ
れ
ば
、
同
盟
国
や
世
界
大
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
大
胆
な
軍
縮
提
案
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
徹
底
し
た
秘
匿
性
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
と
メ
イ
ン
州
ケ
ネ
ブ
ン
ク
ポ
ー
ト
の
大
統
領
別
邸
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
数
名
の
閣
僚
の
み
を
招
集
し
、
大
胆
な
通
常
戦
力
の

削
減
案
に
つ
い
て
の
議
論
を
繰
り
返
し
た
。
こ
こ
で
ベ
ー
カ
ー
は
、
い
か
な
る
提
案
も
政
治
的
影
響
が
あ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て

い
た
。
政
治
的
影
響
と
は
す
な
わ
ち
、
国
内
外
に
〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る
も
の
〉
を
示
す
こ
と
、
特
に
西
側
同
盟
内
で
米
国
の
指
導
権
を
発

揮
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
提
の
下
、
ベ
ー
カ
ー
は
在
欧
米
軍
三
〇
万
五
〇
〇
〇
名
の
う
ち
二
五
％
に
当
た
る
約
七
万
五
〇
〇
〇
名

の
削
減
を
提
案
し
た
。
一
方
、
ク
ロ
ウ
（W

illiam
 J. Crow

e Jr.

）
Ｊ
Ｃ
Ｓ
議
長
は
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
（Leonid Brezhnev

）
が
い
ま
だ
ク
レ

ム
リ
ン
を
動
か
し
て
い
る
か
の
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
提
案
に
反
対
し
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
ベ
ー
カ
ー
提
案
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
戦
略
を
放
棄
さ
せ
る
も

の
と
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
削
減
数
の
半
数
の
三
万
名
の
削
減
を
主
張
し
、
同
提
案
に
反
対
し
た
（T

he W
ashington Post, June 11, 

1989

）。
チ
ェ
イ
ニ
ー
国
防
長
官
は
そ
れ
ほ
ど
教
条
主
義
的
で
な
か
っ
た
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
い
ず
れ
こ
ち
ら
側
に
歩
み
寄
っ
て
く
る

の
に
、
ど
う
し
て
こ
ち
ら
か
ら
動
く
の
か
と
い
か
ぶ
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
ベ
ー
カ
ー
は
、
大
統
領
が
大
胆
な
提
案
を
す
る
必
要
性
と

し
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。
東
欧
か
ら
の
ソ
連
軍
撤
退
を
強
く
望
ん
で
い
た
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
大
統
領
補
佐
官
は
、
基
本
的
に
ベ
ー
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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
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決
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（
志
田
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カ
ー
提
案
に
同
調
し
て
い
た
（
ベ
ー
カ
ー 

一
九
九
七
）。

①
大
統
領
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
指
導
権
を
発
揮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

②
通
常
戦
力
の
軍
縮
提
案
に
よ
り
、
同
盟
内
対
立
の
火
種
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
を
先
送
り
で
き
る
。

③
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
か
ら
ソ
連
軍
削
減
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
譲
歩
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
胆
な
在
欧
米
軍
削
減
案
に
消
極
的
な
ク
ロ
ウ
と
チ
ェ
イ
ニ
ー
に
対
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
「
で
き
な
い
理
由
を
述
べ
立
て
る
こ
と
は
や
め

て
も
ら
い
た
い
。
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
、
だ
け
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
告
げ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
の
こ
の
発
言
を
経
て
、
そ
の
後
、
彼
ら
は
、

最
終
的
に
「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
の
米
ソ
兵
力
の
上
限
を
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
と
す
る
提
案
を
編
み
出
し
た
。
そ
の
他
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ

交
渉
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
予
定
の
提
案
と
し
て
、
以
下
の
案
が
編
み
出
さ
れ
た
。

①
戦
車
、
装
甲
兵
員
輸
送
車
、
火
砲
の
上
限
を
そ
れ
ぞ
れ
、
二
万
両
、
二
万
八
〇
〇
〇
両
、
一
万
六
五
〇
〇
〜
二
万
四
〇
〇
〇
台
と

す
る
。

②
航
空
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
現
在
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
保
有
量
の
一
五
％
削
減
す
る
。

③
六
ヵ
月
以
内
に
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
で
合
意
に
達
し
九
二
〜
九
三
年
ま
で
に
発
効
す
る
。

こ
れ
ら
の
提
案
は
、〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る
も
の
〉
を
示
し
て
い
な
い
と
す
る
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
開
始
時
か
ら
の
国
内
か
ら
の
批
判
を
か
わ
す
の
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に
、
ま
さ
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
決
定
さ
れ
た
在
欧
米
軍
の
上
限
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
は
、
三
万
名
の
在
欧
米
軍
削
減
を
意
味
す
る

が
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
（Congressional Budget O

ffi
ce

：
米
国
議
会
予
算
局
）
の
推
計
に
よ
る
と
、
こ
の
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
は
、
人
件
費
・
運
用
費
合

わ
せ
て
年
間
二
一
〇
億
ド
ル
を
節
約
し
、
数
年
間
で
調
達
費
六
〇
億
ド
ル
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た（（
（

。

右
記
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
軍
縮
提
案
を
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
堂
々
と
五
月
末
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
で
発
表
し
、
こ
の
提
案
は
西
側
同

盟
国
に
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
西
側
同
盟
内
に
お
い
て
、
指
導
権
発
揮
の
み
な
ら
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
問
題
を
発
端
と
す

る
同
盟
内
対
立
を
一
時
棚
上
げ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
志
田 

二
〇
一
五
）。
さ
ら
に
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
で
東
側
が
提

案
し
て
い
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
航
空
機
も
削
減
対
象
兵
器
に
含
め
た
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
は
、
東
側
に
も
歓
迎
さ
れ
た
。
や
が
て
、
Ｃ
Ｆ

Ｅ
交
渉
の
舞
台
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新
提
案
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
側
か
ら
提
案
さ
れ
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
に

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
、
新
提
案
に
は
、
上
限
と
し
て
戦
車
二
万
両
、
装
甲
兵
員
輸
送
車
二
万
八
〇
〇
〇
両
、
火
砲
一
万
六
五
〇
〇
台
、
航
空

機
五
七
〇
〇
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一
九
〇
〇
機
、
兵
員
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
（
米
ソ
の
み
）
と
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
結
果
的
に
、

ブ
ッ
シ
ュ
提
案
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の
加
速
化
に
資
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
（SIPR

I Y
earbook 1990

）。

四　

第
二
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
─
一
般
教
書
演
説
（
一
九
九
〇
年
一
月
三
一
日
）

（
一
）　

再
び
、
在
欧
米
軍
削
減
の
圧
力

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
で
、
大
胆
な
軍
縮
ア
ピ
ー
ル
に
成
功
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
で
は
あ
っ
た
が
、
や
が
て
米
国
内
で
は
、
政
権
に
対
し
、
さ

ら
な
る
国
防
予
算
削
減
を
迫
る
論
調
が
湧
き
起
こ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
カ
ウ
フ
マ
ン
（W

illiam
 W

. K
aufm

ann

）
Ｍ
Ｉ
Ｔ
名
誉
教
授
は
、



三
四
七

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
（
志
田
）

今
後
一
〇
年
間
で
国
防
予
算
を
三
〇
五
〇
億
ド
ル
か
ら
一
六
〇
〇
億
ド
ル
ま
で
削
減
で
き
る
と
提
言
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
に
関
連
す

る
も
の
と
し
て
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
米
陸
軍
に
対
し
て
は
、
米
国
内
の
一
個
師
団
を
削
減
し
、
欧
州
で
は
Ｃ
Ｆ
Ｅ
条
約
調
印
ま
で
現
存
戦

力
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
、
空
軍
に
対
し
て
は
、
Ｂ
─

2
爆
撃
機
を
一
三
機
に
縮
小
す
る
ほ
か
、
Ｃ
─

17
戦
略
輸
送
機
の
開
発
中
止
、
Ａ

Ｔ
Ｆ
生
産
延
期
な
ど
を
示
し
て
い
た
（T

he W
ashington Post, N

ovem
ber 21, 1989

）。

八
九
年
後
半
に
な
る
と
、
米
国
内
で
の
国
防
予
算
削
減
の
要
請
が
あ
る
さ
中
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
中
心
に
東
欧
革
命
が
進

展
し
て
い
た
。
や
が
て
そ
の
波
は
東
独
に
も
押
し
寄
せ
、
一
一
月
九
日
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
す
る
に
至
る
。
東
欧
革
命
を
東
側

の
脅
威
が
徐
々
に
減
少
す
る
事
態
と
捉
え
た
国
防
総
省
は
、
一
九
九
一
会
計
年
度
中
に
本
格
的
な
国
防
予
算
削
減
を
行
う
こ
と
を
発
表
し

た
。
ま
た
、
続
く
三
期
分
（
一
九
九
二
〜
一
九
九
四
会
計
年
度
）
の
大
幅
な
国
防
予
算
削
減
に
関
し
て
も
、
随
時
検
討
し
て
い
く
旨
も
発
表

し
、
一
一
月
二
七
日
に
は
、
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
の
減
少
を
受
け
て
、
西
側
も
ソ
連
提
案
と
つ
り
合
っ
た
軍
縮
提
案
を
し
て
い
く
旨
を
明

か
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
側
も
国
防
予
算
削
減
に
本
格
的
に
取
り
組
む
方
向
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
改
め

て
「
米
ソ
関
係
が
修
復
さ
れ
た
と
し
て
も
、す
ぐ
さ
ま
共
同
防
衛
面
で
の
〈
責
任
分
担
〉
を
放
棄
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
警
告
を
発
す
る
。

〈
平
和
の
配
当
〉
も
あ
り
得
な
い
」
と
し
、
国
防
予
算
削
減
派
に
釘
を
刺
し
、
西
側
同
盟
の
結
束
を
繰
り
返
し
訴
え
た
（T

he W
ashington 

Post, N
ovem

ber 18 ; D
ecem

ber 5 ; N
ovem

ber 27, 1989

）。

だ
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
予
想
を
超
え
る
ペ
ー
ス
と
規
模
で
、
国
防
予
算
削
減
の
流
れ
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
う

し
た
中
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
一
九
九
〇
年
一
月
末
、
連
邦
議
会
に
二
九
五
〇
億
ド
ル
の
一
九
九
一
会
計
年
度
予
算
案
を
提
出
し
た
。
国
防
予
算

削
減
派
は
〈
平
和
の
配
当
〉
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と
を
批
判
し
た
が
、
同
予
算
案
に
は
国
内
外
の
六
〇
に
お
よ
ぶ
米
軍
基
地
の
閉
鎖
案
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
米
兵
一
万
名
と
支
援
ス
タ
ッ
フ
二
万
名
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
措
置
で
あ
っ
た
（
表
2
）。
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こ
う
し
た
米
軍
基
地
の
閉
鎖
措
置
は
、
こ
れ
ら
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
戦
力
の
一

部
を
構
成
し
て
い
た
た
め
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
に
お
け
る
米
軍
の
削
減
数
と
し

て
数
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（SIPR

I Y
earbook 1990

）。
こ
の
よ
う
な

国
防
予
算
削
減
の
流
れ
の
中
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
さ
ら
な
る
在
欧
米

軍
削
減
の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）　

欧
州
地
域
秩
序
の
変
容
と
米
国

ブ
ッ
シ
ュ
自
身
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
容
し
て
い
く
国
際
・
国
内

環
境
に
置
か
れ
た
政
権
の
難
し
さ
を
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
に
訪
米
し
た

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
（M

anfred W
örner

）
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
事
務
総
長
と
の
会
話
で
吐

露
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
「
我
々
は
国
防
予
算
削
減
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
関
与
を
制
約
す
る
も

の
と
考
え
た
く
な
い
」
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
伝
え
た
。
対
す
る
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

は
以
下
の
こ
と
を
述
べ
た
。「
移
行
期
に
は
不
安
定
要
素
が
潜
在
的
に
存

在
す
る
か
ら
、
変
革
の
時
こ
そ
『
適
切
な
防
衛
（good defense

）』
が
必

要
と
な
る
。
…
…
中
略
…
…
私
は
あ
な
た
に
二
つ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
。

一
つ
は
、
変
革
期
の
西
側
政
策
を
管
理
す
る
た
め
の
唯
一
安
定
し
た
礎
は

表2　海外の米空軍基地に関する具体的措置（ＮＡＴＯ加盟国のみに限定）

基地名、国名 具体的措置

Greenham Common（英） GLCM 部隊の活動停止と兵員の再配置は INF 全廃条約に基づき進
行中。

Wethersfield（英） 第 819 施設隊、第 2166 戦闘通信隊、基地支援隊の活動停止。

Fairford（英） 第 11 戦略グループと 13 機の KC ─ 135 の配置転換。

Comiso（伊） GLCM 部隊の活動停止と兵員の再配置は INF 全廃条約に基づき進
行中。

Zweibrucken（西独） CFE 条約に基づく部隊の配置転換。

Erhac, Eskisehir（トルコ） 米空軍の支援活動の停止。

Hellenikon（ギリシャ） 第 922 戦略飛行隊と 2 機の RC ─ 135 の再配備。すべての部隊の活動
停止。

注記：INF 全廃条約で GLCM（地上発射巡航ミサイル）廃棄がすでに決定していた。
出所：“Fact Sheet on FY 91 Public Announcement （Department of the Air Force, January 29, 

1990）”, OA/ID 29187, John Sununu Files, GBPL を基に筆者作成。
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Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
あ
る
こ
と
、
二
つ
は
、
我
々
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
よ
り
政
治
同
盟
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
」。
こ
の
言
葉
を

踏
ま
え
た
上
で
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
「
た
と
え
在
欧
米
軍
の
兵
員
数
が
低
下
し
て
も
、
防
衛
面
の
み
な
ら
ず
、
あ
な
た
の
指
導
権
と
影
響
力

を
発
揮
す
る
道
具
と
し
て
、
政
策
調
整
の
た
め
の
政
治
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
利
用
す
る
こ
と
は
米
国
の
国
益
に
か

の
う
も
の
で
は
な
い
か
。
…
…
中
略
…
…
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
役
割
は
目
に
見
え
る
米
国
の
指
導
権
と
同
義
で
あ
る
」
と
語
っ
た（（
（

。

こ
の
会
話
の
中
に
は
重
要
な
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
に
、
国
際
・
国
内
環
境
が
変
容
す
る
中
で
不
安
定
要
素
に
対
処
す
る
た
め
に

は
「
適
切
な
防
衛
」、
つ
ま
り
軍
事
力
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
変
革
期
に
あ
る
西
側
同
盟
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る

基
盤
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
あ
り
、
米
国
の
強
い
指
導
権
と
強
固
な
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
の
結
束
は
渾
然
一
体
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
そ
の
た
め
、

や
は
り
、
在
欧
米
軍
の
存
在
が
、
変
容
す
る
欧
州
地
域
秩
序
に
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
に
と
っ
て
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

や
が
て
、
こ
れ
ら
の
点
が
、
よ
り
具
体
性
を
帯
び
る
形
で
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
政
策
決
定
過
程
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
時
期
が
や
っ
て
く

る
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
国
際
社
会
が
〈
ド
イ
ツ
問
題
（Germ

an Q
uestion

）〉
に
直
面
し
た
が
た
め
で
あ
る（（
（

。
こ
の
問
題
の
核

心
は
他
な
ら
ぬ
ド
イ
ツ
統
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
〈
ド
イ
ツ
問
題
〉
が
米
国
の
対
欧
政
策
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
宛

の
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
の
メ
モ
に
焦
燥
感
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。「
欧
州
安
全
保
障
へ
の
集
団
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
決
め
る
た
め
に
、

我
々
は
同
盟
と
Ｃ
Ｆ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
を
利
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
中
略
…
…
欧
州
の
安
定
と
戦
争
抑
止
に
対
す
る
米
国
の
関
与
は

低
下
す
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
は
、
同
盟
国
か
ら
望
ま
れ
る
限
り
、
関
与
政
策
を
支
え
る
欧
州
に
お
け
る
核
・
通
常
の
前
方
展
開
戦
力

を
維
持
す
る
つ
も
り
だ
」（

（（
（

。

こ
の
メ
モ
か
ら
伝
わ
る
焦
燥
感
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
統
一
ド
イ
ツ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
こ
だ
わ
れ
ば
統
一
は
実
現
し
な
い
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
統
一
を
果
た
す
筋
道
は
統
一
ド
イ
ツ
の
中
立
化
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
（『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
・
リ
ポ
ー
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五
〇

ト
』
二
〇
一
四
年
一
二
月
）。
東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
し
、
強
大
な
パ
ワ
ー
を
有
す
る
統
一
ド
イ
ツ
が
、
西
側
か
ら
離
れ
、
欧
州
が
不
安
定
化

す
る
シ
ナ
リ
オ
を
米
国
は
恐
れ
た
。
壁
崩
壊
か
ら
間
も
な
く
の
一
一
月
二
一
日
、
訪
米
し
た
ゲ
ン
シ
ャ
ー
（H

ans-D
ietrich Genscher

）

西
独
外
相
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対
し
、
統
一
機
運
が
高
ま
り
今
後
の
西
独
の
外
交
進
路
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
も
、
西
独
は
「
断
固
と
し

て
西
側
に
と
ど
ま
る
」
こ
と
を
示
し
、「
米
国
の
参
加
な
く
し
て
〔
欧
州
の
〕
安
定
は
保
障
さ
れ
な
い
」
と
米
国
の
欧
州
関
与
の
継
続
を

求
め
た
。
こ
の
時
す
で
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
翌
月
に
マ
ル
タ
島
で
の
米
ソ
首
脳
会
談
を
控
え
て
い
た
が
、
ゲ
ン
シ
ャ
ー
と
の
会
談
中
、
来
る

一
二
月
の
マ
ル
タ
会
談
で
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
米
ソ
在
欧
兵
力
全
軍
撤
退

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
提
案
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
ブ
ッ
シ
ュ
は
懸
念
を
素

直
に
示
し
た
。
対
す
る
ゲ
ン
シ
ャ
ー
は
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
独
領
内
の
米
軍
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
満
足
し
て
い
る
」
か
ら
、
そ
う
し
た
提
案
は

起
こ
り
え
な
い
と
私
見
を
述
べ
た（（（
（

。
実
際
に
、
マ
ル
タ
会
談
で
は
、
様
々
な
国
際
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
み
が
交
わ
さ
れ
、
Ｃ
Ｆ

Ｅ
交
渉
に
関
し
て
は
、
翌
九
〇
年
中
の
条
約
調
印
に
向
け
て
米
ソ
が
協
力
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た（（（
（

。

〈
ド
イ
ツ
問
題
〉
に
直
面
し
、
欧
州
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
変
容
し
よ
う
と
す
る
さ
中
、
在
欧
米
軍
の
今
後
を
憂
い
て
い
た
の

は
、
米
・
西
独
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
二
月
八
日
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｅ
Ｃ
（European 

Com
m

unity

：
欧
州
共
同
体
）
首
脳
会
談
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
英
首
相
と
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（François M

itterrand

）
仏

大
統
領
は
非
公
式
に
接
触
し
、
連
邦
議
会
か
ら
の
国
防
予
算
削
減
の
圧
力
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
在
欧
米
軍
削
減
が
予
想
さ
れ
る
米
国
が
、

〈
ド
イ
ツ
問
題
〉
に
何
ら
対
処
せ
ず
、
統
一
ド
イ
ツ
の
強
大
な
パ
ワ
ー
に
よ
り
欧
州
地
域
秩
序
が
不
安
定
化
す
る
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
懸

念
を
共
有
し
て
い
た（（（
（

。

一
二
月
二
二
日
、
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
は
「
新
た
な
欧
州
に
対
す
る
米
国
外
交
」
と
題
し
た
メ
モ
を
大
統
領
に
送
っ
た
。「
将
来
は
依
然

と
し
て
不
明
瞭
で
あ
る
」
と
い
う
文
句
か
ら
始
ま
る
同
メ
モ
は
、「
古
典
的
な
欧
州
の
敵
対
関
係
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
り
つ
つ
あ
る
」
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田
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と
い
う
一
説
が
続
き
、
欧
州
地
域
秩
序
を
不
安
定
化
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
〈
ド
イ
ツ
問
題
〉
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
欧
州
地
域
秩
序
が
変
容
す
る
中
で
、
米
国
が
孤
立
主
義
に
籠
る
こ
と
は
「
欧
州
の
安
定
と
米
国
の
世
界
大
で
の
指
導
権
に
と
っ
て
悲
劇

的
で
あ
る
」
と
し
、
東
欧
革
命
に
つ
い
て
は
米
国
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
特
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
東
独
に
お
け
る
共
産
主
義
体
制
の
崩
壊
に
よ
る
〈
力
の
空
白
〉
の
出
現
は
、
西
独
が
こ
の
空
白
を
埋

め
西
側
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
リ
ス
ク
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
同
地
域
で
の
米
国
の
建
設
的
な
役
割
を
強
化
す
る
機
会
を
与
え
る
」

と
観
測
し
た（（（
（

。
要
す
る
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
と
っ
て
、
統
一
ド
イ
ツ
を
西
側
に
つ
な
ぎ
と
め
、
欧
州
地
域
秩
序
の
安
定
に
資
す
る
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
を
維
持
す
る
上
で
、
通
常
戦
力
の
軍
縮
が
進
む
中
で
も
、
相
当
程
度
の
在
欧
米
軍
を
駐
留
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

二
二
万
五
〇
〇
〇
名
と
い
う
解

九
〇
年
一
月
、
マ
ル
タ
会
談
で
確
認
さ
れ
た
軍
縮
進
展
に
向
け
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
の
検
討
作
業

は
、
政
権
に
と
っ
て
慎
重
さ
と
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ソ
連
国
内
に
お
い
て
、〈
東
欧
の
喪
失
〉
や
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
不
振
を
理
由
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
政
権
の
座
を
保
守
派
や
軍
部
に
奪
わ
れ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
安
定
を
損
な
わ
な
い
形
で
、
か
つ
西
側
同
盟
内
で
指
導
権
を
発
揮
す
る
よ
う
な
形
で
の
大
胆
な
提
案
を
す
る
こ
と
が

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
求
め
ら
れ
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
は
、
自
ら
の
提
案
が
刻
一
刻
と
変
容
す
る
国
際
環
境
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
国
際
環
境
を
形
作
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
政
権
内
で
は
、
す
で
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
通
常
戦
力
の
斬
新
な
新
提
案
を
行
う
こ
と
が
噂
さ
れ

て
お
り
、
彼
に
先
ん
じ
て
〈
ビ
ジ
ョ
ン
な
る
も
の
〉
を
示
す
べ
く
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
一
月
三
一
日
の
一
般
教
書
演
説
を
政
権
側
の
提
案
披
露



三
五
二

の
場
と
し
て
設
定
し
た
。
迅
速
な
決
定
と
徹
底
し
た
秘
匿
性
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
一
月
四
日
以
降
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
内
で
数
名
の
閣

僚
の
み
が
招
集
さ
れ
、
軍
縮
提
案
の
検
討
作
業
が
始
ま
っ
た
（Bush &

 Scow
croft 1998

）。

次
の
三
つ
の
案
を
軸
に
議
論
が
進
ん
だ
。
第
一
は
、
在
欧
米
軍
の
上
限
を
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
で
押
さ
え
、
さ
ら
な
る
削
減
を
行
わ
な

い
と
す
る
チ
ェ
イ
ニ
ー
国
防
長
官
、
パ
ウ
エ
ル
Ｊ
Ｃ
Ｓ
議
長
、
ガ
ル
ヴ
ィ
ン
（John Galvin

）
陸
軍
大
将
の
案
で
あ
る
。
第
二
は
、
削
減

は
不
可
避
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
在
欧
米
軍
を
二
〇
万
名
ま
で
削
減
し
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
で
の
合
意
を
目
指
す
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
大
統
領
補
佐

官
や
彼
の
部
下
で
あ
る
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（N

ational Security Council

：
国
家
安
全
保
障
会
議
）
ス
タ
ッ
フ
の
案
で
あ
る
。
第
三
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
の

合
意
ま
で
は
上
限
を
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
と
し
、
合
意
後
、
一
方
的
措
置
と
し
て
二
〇
万
名
ま
で
削
減
す
る
と
い
う
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官

の
案
で
あ
っ
た
（Zelikow

 &
 Rice 1995

）。
ブ
ッ
シ
ュ
は
第
二
案
を
好
ん
だ
が
、
第
二
案
は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
閣
僚
全
体
の
雰
囲
気
は
、

二
七
万
五
〇
〇
〇
名
と
い
う
数
値
に
固
執
す
る
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
。
こ
れ
に
、「
世
界
は
変
化
し
て
お
り
、
我
々
も
そ
れ
に
合
わ
せ

て
変
化
し
て
い
く
し
か
な
い
。
な
ぜ
い
つ
ま
で
も
同
じ
よ
う
な
兵
員
や
爆
弾
の
数
に
こ
だ
わ
る
の
か
。
…
…
中
略
…
…
我
々
は
決
定
的
に

今
ま
で
と
異
な
る
こ
と
を
す
る
絶
好
の
機
会
を
手
に
し
て
い
る
」
と
ブ
ッ
シ
ュ
は
発
言
し
、
苛
立
ち
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
一
六
日
の
会
合

で
も
議
論
の
構
図
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
チ
ェ
イ
ニ
ー
は
、「
ソ
連
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
同
時
に
、
欧
州
か
ら
の
撤

退
も
我
々
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
さ
ら
な
る
削
減
の
交
渉
を
行
う
の
か
。
同
盟
国
に
問
題
を
突
き
つ
け
る
だ
け
だ
」と
反
問
し
た
。

こ
れ
に
ブ
ッ
シ
ュ
は
、「
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
ま
さ
に
私
が
修
正
し
た
い
こ
と
だ
」
と
強
い
調
子
で
返
し
た
（Bush &

 Scow
croft 1998

）。

二
二
日
の
会
合
で
は
、
在
欧
米
軍
削
減
案
の
検
討
作
業
に
同
盟
国
の
視
点
が
加
え
ら
れ
た
。
す
で
に
、
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
は
、
さ
ら
な

る
在
欧
米
軍
削
減
案
に
つ
い
て
西
独
側
の
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
担
当
官
と
意
見
交
換
済
み
の
ウ
ー
ル
ジ
ー
（Jam

es W
oolsey

）
米
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
担

当
官
か
ら
、
西
独
は
同
案
を
好
意
的
に
受
け
止
め
る
だ
ろ
う
と
報
告
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
欧
州
歴
訪
か
ら
帰
国
し
た
パ
ウ
エ
ル
も
、
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さ
ら
な
る
在
欧
米
軍
削
減
案
を
西
独
は
支
持
す
る
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
同
案
に
反
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
反
応
は
不
明

で
あ
る
と
す
る
情
報
を
提
供
し
た
。
こ
う
し
た
考
え
を
背
景
に
、
パ
ウ
エ
ル
は
、
米
ソ
の
軍
事
力
不
在
の
状
態
で
ド
イ
ツ
が
統
一
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
欧
州
は
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
国
々
は
、
現
在
の
水
準
よ
り
も
さ
ら
な
る
戦
力
削
減
を
期
待
し
て
い
る

と
述
べ
た
（Bush &

 Scow
croft 1998

）。

こ
れ
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
ま
さ
に
待
ち
望
ん
で
い
た
言
葉
で
あ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、「
ブ
レ
ン
ト
案
の
線
に
沿
う
大
き
な
一
歩
だ
」
と

言
い
放
っ
た
。
東
欧
か
ら
の
ソ
連
軍
撤
退
に
は
賛
成
し
て
い
た
チ
ェ
イ
ニ
ー
は
こ
こ
で
、
一
方
の
兵
力
を
他
方
と
同
等
な
分
だ
け
削
減
す

る
〈
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
〉
の
問
題
を
出
し
て
き
た
。
こ
の
点
、
閣
僚
全
体
で
〈
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
〉
を
拒
否
す
る
こ
と
で
は
一
致
し
て
い
た
。

激
し
い
議
論
の
末
、
政
権
内
で
は
、
米
ソ
双
方
に
同
等
の
削
減
数
を
設
定

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
の
で
は
な
く
、
先
の
通
常
戦
力
の
軍
縮
提
案
と
同
様
、
米

ソ
と
も
に
欧
州
で
維
持
で
き
る
上
限
の
具
体
的
数
値

0

0

0

0

0

0

0

0

を
設
定
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た
。
結
果
、
米
ソ
と
も
戦
力
の
上
限
を
、
九
四
年
ま

で
に
中
欧
に
て
一
九
万
五
〇
〇
〇
名
、「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
の
欧
州
全
域
に
て
二
二
万
五
〇
〇
〇
名
と
す
る
案
が
ま
と
っ
た
。
こ

の
案
に
よ
れ
ば
、
在
欧
米
軍
の
四
分
の
一
の
み
の
削
減
に
な
る
米
国
に
対
し
、
ソ
連
は
、
在
欧
ソ
連
軍
の
大
部
分
を
削
減
す
る
こ
と
と
な

り
（Zelikow

 &
 Rice 1995

）、
東
欧
か
ら
の
大
規
模
な
ソ
連
軍
撤
退
を
望
む
閣
僚
を
満
足
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
米
国
内
の
国
防
予
算
削
減

派
か
ら
の
要
請
を
も
満
足
さ
せ
、
さ
ら
に
は
、
ソ
連
の
勢
力
圏
か
ら
脱
す
る
東
欧
革
命
を
加
速
化
さ
せ
る
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
は
、
最
終
的
に
同
盟
国
の
支
持
の
取
り
付
け
に
動
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
二
六
日
か
ら
二
日
間
に
か
け
て
同
盟
国
首
脳
に
電
話

で
こ
の
旨
を
伝
え
た
。
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
（Giulio A

ndreotti

）
伊
首
相
と
コ
ー
ル
（H

elm
ut K

ohl

）
西
独
連
邦
首
相
は
同
方
針
に
賛

成
の
意
を
表
明
し
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
と
の
会
話
の
中
で
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
統
一
ド
イ
ツ
の
中
立
化
に
つ
な
が
る
と
懸
念
を
示
し
た

が
、
一
九
万
五
〇
〇
〇
名
と
い
う
数
字
に
は
異
論
は
な
い
と
し
た（（（
（

。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
ド
イ
ツ
統
一
の
動
き
如
何
で
、
こ
の
削
減
案
が
米
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四

ソ
駐
留
軍
の
全
軍
撤
退
な
ど
を
導
き
か
ね
な
い
こ
と
を
強
く
懸
念
し
て
い
た
。
二
九
日
に
訪
米
し
た
ハ
ー
ド
（D

ouglas H
urd

）
英
外
相

と
の
会
談
の
中
で
、
ド
イ
ツ
統
一
に
つ
い
て
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
見
解
を
ブ
ッ
シ
ュ
は
直
接
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ハ
ー
ド
は
「
首
相
は
統
一
を

認
め
る
こ
と
に
乗
り
気
で
は
な
い
、
反
対
で
は
な
く
乗
り
気
で
は
な
い
の
だ
」
と
答
え
た
。
会
話
の
終
わ
り
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
「
我
々
は

〔
中
欧
で
の
兵
力
上
限
と
し
て
〕
一
九
万
五
〇
〇
〇
名
と
い
う
線
で
行
く
か
ら
こ
の
こ
と
を
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
伝
え
て
欲
し
い
」
と
ハ
ー

ド
に
伝
え
た（（（
（

。
そ
し
て
三
一
日
に
は
、
急
な
連
絡
を
詫
び
た
上
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
同
方
針
を
伝
え
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
か
ら
の
同
意
を
取

り
付
け
た（（（
（

。
こ
う
し
て
同
日
の
一
般
教
書
演
説
に
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
米
ソ
双
方
の
戦
力
の
上
限
を
中
欧
で
一
九
万
五
〇
〇
〇
名
、
欧
州

全
域
で
二
二
万
五
〇
〇
〇
名
と
す
る
軍
縮
提
案
を
発
表
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
先
ん
じ
、
軍
縮
提
案
を
発
表
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
や

が
て
、
二
月
一
三
日
、
ベ
ー
カ
ー
と
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
は
同
提
案
に
合
意
し
（
ベ
ー
カ
ー 

一
九
九
七
）、
欧
州
で
の
通
常
戦
力
の
軍
縮
に
拍
車

が
か
か
り
、
こ
の
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
は
、
結
果
的
に
、
冷
戦
終
結
に
資
す
る
欧
州
の
軍
事
的
緊
張
緩
和
に
資
す
る
も
の
と
な
っ
た（（（
（

。

五　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
二
度
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
の
政
策
決
定
過
程
を
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
の
枠
組
み
で
分
析
を

行
っ
た
。
分
析
の
結
果
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
軍
縮
提
案
に
つ
い
て
の
通
説
的
理
解
、
す
な
わ
ち
、
二
度
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
が
冷
戦
終
結
に

資
す
る
軍
縮
の
促
進
に
寄
与
し
た
と
の
理
解
は
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
軍
縮
と
は
別
の
論
理
が
底
流
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
地
域
秩
序
の
再
編
が
進
み
、
国
内
外
か
ら
在
欧
米
軍
の
（
全
軍
）
撤
退
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
は
こ
う
し
た
言
説
を
否
定
し
、
欧
州
地
域
秩
序
の
安
定
要
素
と
し
て
二
〇
万
強
の
在
欧
米
軍
の
駐
留
継
続
を
通
じ
た
米
欧
関
係
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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
（
志
田
）

の
維
持
を
追
求
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
米
国
も
ソ
連
と
同
様
、
通
常
戦
力
を
削
減
す
べ
し
と
す
る
国
際
・
国
内
環
境
か

ら
の
圧
力
を
反
映
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
欧
州
に
展
開
す
る
兵
力
の
具
体
的
な
上
限
を
二
度
提
示
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
数
値
を
設
定
す

る
際
に
、
米
国
の
対
欧
関
与
を
望
む
同
盟
国
か
ら
、
米
国
が
欧
州
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

が
慎
重
に
政
策
決
定
を
行
っ
て
い
た
内
実
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
ブ
ッ
シ
ュ
の
決
定
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
閣
僚
に
よ

る
率
直
な
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
、
意
見
対
立
が
見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
ど
の
閣
僚
の
意
見
も
犠
牲
に
な
ら
な
い
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
サ

ス
形
成
の
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。

第
二
に
、
最
終
提
案
に
は
、
各
自
の
主
張
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
第
一
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
の
際
、
西
側
同
盟
内
の
指
導
権

発
揮
を
示
す
さ
ら
な
る
削
減
案
は
、
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官
を
、
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
に
米
ソ
兵
力
の
上
限
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

三
二
万
五
〇
〇
〇
名
も
の
ソ
連
軍
の
撤
退
を
ソ
連
側
に
要
請
す
る
同
案
は
、
東
欧
か
ら
の
ソ
連
軍
撤
退
を
希
望
し
て
い
た
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ

ト
補
佐
官
を
そ
れ
ぞ
れ
満
足
さ
せ
た
。
ま
た
、
削
減
数
を
三
万
名
と
す
る
ク
ロ
ウ
Ｊ
Ｃ
Ｓ
議
長
の
主
張
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
胆
な

削
減
案
に
消
極
的
で
あ
っ
た
ク
ロ
ウ
と
チ
ェ
イ
ニ
ー
国
防
長
官
に
と
っ
て
も
最
終
案
は
禍
根
を
残
す
決
定
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
あ
る
決
定
が
国
際
・
国
内
環
境
に
与
え
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
統
領
と
閣
僚
た
ち
は
十
分
理
解
し
、
刻
一
刻
と
変
容

す
る
外
的
環
境
か
ら
の
刺
激
を
、
積
極
的
に
政
策
決
定
過
程
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
柔
軟
に
か
つ
迅
速
に
、
そ
れ
で
い
て
慎
重
に
議
論
を
繰

り
広
げ
て
い
た
。
第
二
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
の
際
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
先
ん
じ
て
新
提
案
を
行
う
必
要
性
が
あ
っ
た
も
の
の
、
閣
僚
の

大
半
は
二
七
万
五
〇
〇
〇
名
と
い
う
数
値
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
だ
が
、
同
盟
国
側
も
さ
ら
な
る
在
欧
米
軍
の
削
減
を
求
め
て
い
る
こ
と

が
次
第
に
分
か
り
、
こ
う
し
た
同
盟
国
の
視
点
を
反
映
す
る
形
で
、
結
果
、
二
〇
万
強
ま
で
に
在
欧
米
軍
の
水
準
を
下
げ
る
新
提
案
が
ま
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と
め
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
で
も
、
大
統
領
と
閣
僚
た
ち
の
間
で
の
率
直
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、

大
統
領
と
閣
僚
た
ち
の
間
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
強
固
な
信
頼
関
係
と
、
そ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
の
政
策
決
定
ス
タ
イ
ル
が
た

め
で
あ
っ
た
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
冷
戦
終
結
期
の
米
国
の
政
策
決
定
に
は
、
ソ
連
要
因
の
み
な
ら
ず
同
盟
要
因
が
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
冷
戦
終
結
に
資
す
る
米
国
の
軍
縮
提
案
に
は
、
同
盟
の
論
理
が
少
な
か
ら
ず
作
用
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

こ
れ
ら
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
政
策
決
定
の
個
別
事
例
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
視
点
に
立
っ

た
冷
戦
終
結
研
究
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

（
1
）
Ｊ
Ｃ
Ｓ
議
長
は
、
八
九
年
九
月
三
〇
日
ま
で
は
ク
ロ
ウ
海
軍
大
将
が
、
そ
の
後
は
パ
ウ
エ
ル
陸
軍
大
将
が
務
め
あ
げ
て
い
る
。

（
2
）
米
国
の
保
守
派
に
お
け
る
ネ
オ
コ
ン
や
伝
統
的
保
守
主
義
派
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
中
岡
（
二
〇
〇
四
）
に
詳
し
い
。

（
3
）“D

epartm
ent of State, Briefing Paper: CFE”, O

A
/ID

 CF01337

─031, Susan K
och Files, GBPL.

（
4
）“M

em
orandum

 for Robert M
. Gates from

 D
on M

ahley, Subject: N
A

T
O

 Sum
m

it Preparations, （A
pril 14, 1989

）”, O
A

/ID
 

91121

─001, CFE Files, GBPL.

（
5
）“N

ational Security Review
 14”, <https://bush41library.tam

u.edu/files/nsr/nsr14.pdf>. 

（
6
）Supra note 4.

（
7
）“Budgetary Effects of the President’s Conventional A

rm
s Proposal, （June 1989

）”, <https://w
w

w
.cbo.gov/sites/default/

files/101st-congress-1989-1990/reports/89-cbo-021_0.pdf>

（
8
）“M

em
orandum

 of Conversation, Subject: M
eeting w

ith M
anfred W

oerner, N
A

T
O

 Secretary General （O
ctober 11, 1989

）”, 
O

A
/ID

 91111

─003, Presidentail T
elcon Files, GBPL.

（
9
）
八
九
年
末
の
〈
ド
イ
ツ
問
題
〉
に
つ
い
て
は
、（
森 

二
〇
一
四
）
二
五
七
─
二
五
八
頁
を
参
照
。

（
10
）“M

em
orandum

 for the President from
 Brent Scow

croft, Subject: Y
our M

eetings in Brussels w
ith N

A
T

O
 Leaders, D

ecem
ber 
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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
在
欧
米
軍
削
減
決
定
（
志
田
）

3

─4”, O
A

/ID
 91116

─001, Germ
an U

nification Files, GBPL.
（
11
）
〔　
　
　

〕
内
の
補
足
、
傍
点
強
調
は
筆
者
に
よ
る
。“M

em
orandum

 of Conversation, Subject: M
eeting w

ith Foreign M
inister H

ans-
D

ietrich Genscher of the Federal Republic of Germ
any （N

ovem
ber 21, 1989

）”, O
A

/ID
 91107

─006, Presidential M
em

ocons Files, 
GBPL.

自
ら
の
手
で
統
一
を
な
し
と
げ
た
い
コ
ー
ル
も
、〈
ド
イ
ツ
問
題
〉
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
後
日
の
ブ
ッ
シ
ュ
と

の
会
談
中
、
コ
ー
ル
は
冷
静
に
以
下
の
シ
ナ
リ
オ
を
分
析
し
て
い
た
。「
ド
イ
ツ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
帰
属
し
な
け
れ
ば
、
米
国
は
欧
州
か
ら
撤
退
し
、
英

仏
は
『
核
の
協
商
（N

uclear Entente

）』
体
制
を
築
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
小
国
は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。
…
…
中
略
…
…
二
つ
の
核
保
有
国

と
中
立
国
の
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
小
国
が
行
き
着
く
場
所
は
な
い
。
そ
の
時
、
ド
イ
ツ
で
は
あ
る
議
論
が
沸
き
起
こ
る
だ
ろ
う
。『
我
々
も
核
兵
器
を
保

有
し
て
は
ど
う
か
』
と
い
う
議
論
が
」。
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
統
一
ド
イ
ツ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
帰
属
さ
せ
、
在
欧
米
軍
も
継
続
し
て

ド
イ
ツ
に
駐
留
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ル
発
言
の
中
に
、
新
た
な
欧
州
地
域
秩
序
の
中
で
統
一
ド
イ
ツ
の
パ
ワ
ー
を
抑
制
す
べ
く
、
在

欧
米
軍
の
駐
留
継
続
を
望
む
西
独
側
の
動
機
が
見
て
取
れ
る
。“M

em
orandum

 of Conversation, Subject: M
eeting w

ith Chancellor H
elm

ut 
K

ohl of the Federal Republic of Germ
any （June 8, 1990

）”, O
A

/ID
 91107

─010, Presidential M
em

ocons Files, GBPL.

（
12
）“Fact Sheet: the President’s Initiatives during the M

alta M
eeting, D

ecem
ber 2

─3, 1989, （D
ecem

ber 4, 1989

）”, CF01337

─

030, Susan K
och Files, GBPL.

（
13
）“M

itterrand and T
hatcher on Germ

an U
nification, D

ecem
ber 1989”, Jussi H

anhim
äki &

 O
dd A

. W
estad （eds.

）, T
he Cold 

W
ar: A

 H
istory in D

ocum
ents and E

yew
itness A

ccounts, O
xford: O

xford U
niversity Press, 2003, p. 611. 

事
実
、
こ
う
し
た
懸
念

は
、
当
時
、
研
究
者
レ
ベ
ル
で
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
イ
ズ
ブ
ー
ル
（Francois H

eisbourg

）IISS

（Institute for International 
Strategic Studies

：
英
国
国
際
戦
略
研
究
所
）
所
長
は
、
合
衆
国 （
ア
ン
ク
ル
・
サ
ム
：
Ｕ
Ｓ
）
な
き
後
の
英
仏
協
力
の
下
で
の
欧
州
防
衛
に
つ

い
て
の
論
考
を
『
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
』
紙
に
寄
稿
し
て
い
る
（T

he Independent, D
ecem

ber 28, 1989

）。

（
14
）“M

em
orandum

 for the President from
 Brent Scow

croft, Subject: U
.S. D

iplom
acy for the N

ew
 Europe （D

ecem
ber 22, 1989

）”, 
O

A
/ID

 91116

─002, Germ
an U

nification Files, GBPL.

（
15
）“M

em
orandum

 of T
elephone Conversation, Subject: T

elephone Conversation w
ith Prim

e M
inister A

ndreotti of Italy 

（January 
26, 1990

）”, ”M
em

orandum
 of T

elephone Conversation, Subject T
elephone Conversation w

ith Chancellor H
elm

ut K
ohl of 

the Federal Republic of Germ
any 

（January 26, 1990

）”, “M
em

orandum
 of T

elephone Conversation, Subject: T
elephone 
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Conversation w
ith President M

itterrand of France （January 27, 1990

）”, O
A

/ID
 91111

─005, Presidential T
elcons Files, GBPL.

（
16
）
〔　
　
　

〕
内
の
補
足
は
筆
者
に
よ
る
。“M

em
orandum

 of Conversation, Subject: M
eeting w

ith D
ouglas H

urd, Foreign Secrertary 
of the U

nited K
ingdom

 （January 29, 1990

）”, O
A

/ID
 9117

─007, Presidential M
em

ocons Files, GBPL.

（
17
）“M

em
orandum

 of T
elephone conversation, Subject: T

elephone Conversation w
ith M

ikhail Sergeyevich Gorbachev, Chairm
an 

of the Suprem
e Soviet of the U

SSR （January 31, 1990

）”, O
A

/ID
 91111

─005, Presidential T
elcons Files, GBPL.

（
18
）
八
八
年
一
二
月
か
ら
の
二
年
間
で
在
欧
ソ
連
軍
の
規
模
は
四
二
五
万
八
〇
〇
〇
名
か
ら
三
七
五
万
八
五
〇
〇
名
に
縮
小
し
て
い
た
。
ま
た
、
九

一
年
中
葉
ま
で
に
ソ
連
軍
全
軍
の
撤
退
に
つ
い
て
東
欧
諸
国
と
ソ
連
と
の
二
国
間
交
渉
が
進
み
、
ソ
連
軍
撤
退
が
加
速
化
し
た
。
こ
れ
ら
Ｃ
Ｆ
Ｅ

交
渉
枠
外
で
の
ソ
連
軍
の
大
幅
削
減
に
よ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
二
度
提
示
し
て
き
た
兵
員
の
上
限
は
も
は
や
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
。
結

局
、
九
〇
年
八
月
初
旬
、
ベ
ー
カ
ー
と
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
交
渉
か
ら
兵
員
の
上
限
設
定
を
取
り
除
く
こ
と
に
合
意
し
、
一
〇
月
初
旬

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
両
者
は
、
通
常
戦
力
の
兵
員
数
に
関
す
る
Ｃ
Ｆ
Ｅ
─

Ｉ
Ａ
交
渉
（
九
〇
〜
九
二
年
）
の
妥
結
ま
で
兵
員
の
上
限
設
定
を
議
論

し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｅ
条
約
は
九
二
年
七
月
一
七
日
に
暫
定
発
効
し
、
各
国
の
批
准
が
完
了
し
た
一
一
月
九
日
に
正
式
発
効
し
た

（SIPR
I Y

earbook 1991

）。
こ
れ
に
先
立
つ
七
月
一
〇
日
に
は
、
同
条
約
調
印
後
に
別
途
進
め
ら
れ
た
兵
員
上
限
を
定
め
る
協
定
（CFE-IA

：

Concluding A
ct of the N

egotiation on Personnel Strength of Conventional A
rm

ed Forces in Europe

）
が
ま
と
め
ら
れ
、
ソ
連

崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
は
一
四
五
万
人
、
米
国
は
二
五
万
人
を
駐
留
戦
力
の
上
限
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
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H
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グ
レ
ア
ム
・
ア
リ
ソ
ン
＆
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゼ
リ
コ
ウ
、（
二
〇
一
六
）『
決
定
の
本
質
：
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
分
析　

第
二
版
〈
第
Ⅱ
巻
〉』
漆

嶋
稔
訳
、
日
経
Ｂ
Ｐ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
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志
田
淳
二
郎
（
二
〇
一
五
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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
初
期
の
同
盟
政
策
：
Ｓ
Ｎ
Ｆ
問
題
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
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央
大
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策
文

化
総
合
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究
所
年
報
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第
一
八
号
、
五
九
─
七
五
頁
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─
─
─
─
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〇
一
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Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
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シ
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権
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Ｆ
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収
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Ｓ
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〇
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。

森
聡
（
二
〇
一
四
）「
ド
イ
ツ
統
一
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
変
容
：
統
一
ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
帰
属
合
意
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
」
菅
英
輝
編
『
冷
戦
と
同
盟
：

冷
戦
終
焉
の
視
点
か
ら
』
松
籟
社
、
二
五
七
─
二
八
六
頁
。

三　

定
期
刊
行
物

M
ilitary Balance

N
ew

sw
eek

SIPR
I Y

earbook
T

he Independent
T

he W
ashington Post

『
世
界
週
報
』

『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
』

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
冷
戦
研
究
会
・
第
二
〇
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